
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

古
紙
配
合
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
役
所
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
25

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
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今月の若人

山下三代子さん（37歳）
生月町

 やました　　みよこ

　　

生
月
町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
先
に
あ
る
レ
ス

ト
ラ
ン
「V

iV
e  La  V

ie!

」
で
働
く
山
下
三
代
子
さ
ん
。

　

三
代
子
さ
ん
は
、
北
九
州
で
生
ま
れ
育
ち
、
福
岡

市
内
の
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
で
勤
め
た
後
、
結
婚
を
機
に

２
年
前
に
夫
の
故
郷
で
あ
る
生
月
町
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
夫
婦
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
ん
で

い
ま
す
。
８
月
初
旬
に
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
と
併
設
し

た
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

美
容
師
と
し
て
再
出
発
し
ま
す
。

　
「
私
は
も
と
も
と
海
と
か
自
然
が
大
好
き
で
、
ゆ

く
ゆ
く
は
自
然
豊
か
な
場
所
で
暮
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
生
月
町
で
暮
ら
す
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
海
や
星
が
と
て
も
き
れ
い
で
、
人
も

や
さ
し
い
人
た
ち
が
多
い
の
で
、
す
ご
く
い
い
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
月
に
は
夢
だ
っ
た
ヘ

ア
ー
サ
ロ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

は
、
仕
事
や
子
育
て
、
家
事
な
ど
で
慌
し
く
さ
れ
て

い
る
女
性
が
、
独
り
で
自
分
の
た
め
だ
け
に
ゆ
っ
く

り
で
き
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。
お
客
様
の
き
れ
い

を
お
手
伝
い
を
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
よ
う
な
お
店
に
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2016

ビ
ブ
ラ
ビ



　全長14.5ｍの白黒２反
の布を合わせた幟を1人で
持ち上げる若者（寺の坂の
幟起こし）
　その様子は、見物人を魅
了し、持ち上げた瞬間大き
な拍手が起こり、度島の盆
ごうれいのメインイベントで
もある。

【昨年の度島の盆ごうれい】

子
の
須
古
踊
」、
度
島
地
区
の「
度

島
の
盆
ご
う
れ
い
」、
生
月
地
区

の「
舘
浦
の
須
古
踊
行
事
」、
大
島

地
区
の「
大
島
の
須
古
踊
」「
大
島

の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」「
大
島
の
流
儀
」、

ど
れ
も
長
年
に
わ
た
り
地
域
の
人

た
ち
が
守
り
抜
い
て
き
た
特
色
あ

る
伝
統
芸
能
で
す
。

　

し
か
し
、
時
代
の
流
れ
と
と
も

に
少
子
高
齢
化
や
都
市
部
へ
の
人

口
流
出
な
ど
で
、
地
域
に
残
る
若

者
が
少
な
く
な
り
、
後
継
者
を
確

保
す
る
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
先

人
た
ち
が
受
け
継
い
で
き
た
貴
重

な
地
域
の
伝
統
を
未
来
に
残
し
て

い
く
た
め
、
懸
命
に
努
力
し
な
が

ら
守
り
続
け
て
い
る
人
た
ち
が
い

ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
口
を
そ
ろ

え
て
言
い
ま
す「
先
人
た
ち
が
守
っ

て
き
た
伝
統
は
必
ず
次
世
代
に
つ

な
い
で
い
く
」と
。

　
「
伝
統
を
つ
な
ぐ
」こ
と
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
伝

統
を
受
け
継
ぐ
熱
い
意
志
、
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
強
い
使
命
感
を
持
っ
た

人
た
ち
が
い
る
限
り
、
未
来
永
劫

継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

す
べ
て
は
先
人
た
ち
の
思
い
を
未

来
の
人
た
ち
に
届
け
る
た
め
に
。

　
「
伝
統
芸
能
」そ
れ
は
西
洋
文

化
が
入
っ
て
く
る
明
治
時
代
以
前

の
芸
術
と
技
能
を
、
現
代
芸
術
と

区
別
し
た
呼
び
名
で
す
。「
日
本

独
自
の
文
化
」と
い
う
意
味
で
す

が
、
江
戸
時
代
以
前
文
化
の
先
進

国
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
流
入
し
た

も
の
を
、
日
本
独
自
に
作
り
変
え

た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
は
、

明
治
期
の
西
洋
化
以
降
も
既
存
の

形
を
保
ち
な
が
ら
存
続
し
、
現
代

芸
術
と
は
関
連
性
が
少
な
い
形
で

併
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
時

代
の
流
れ
で
存
続
で
き
ず
、
途
絶

え
た
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

現
存
す
る
伝
統
芸
能
は
、
伝
統

を
そ
の
ま
ま
守
り
、
絶
や
さ
ず
後

世
に
残
し
て
き
た
先
人
た
ち
の
熱

い
思
い
の
結
晶
で
も
あ
る
の
で
す
。

　　

平
戸
に
も
市
内
の
各
地
区
に
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

芸
能
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
平
戸

地
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
あ
る「
平
戸

の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
」、獅
子
地
区
の「
獅
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　度島の「盆ごうれい」は、島内
の３地区でそれぞれの踊りがあり
ます。近年は、少子化の影響も
あり、参加者の減少などさまざま
な問題が山積していますが、他
の地区へ手伝いをお願いしたり
「盆ごうれい」の象徴でもある幟
の数も、各地区２本だったのを
１本に減らすなどして、工夫を凝
らし継続しています。
　今後も、この伝統を次世代へつ
なげていくよう頑張っていきます。

　昔は、総勢約150人でお宮や
お寺などを回りながらやっていま
したが、少子化の流れもあり、現
在は約30人で獅子の夏祭りの会
場のみで踊っています。また「中
踊り」という踊りは、人数がそろ
わないため休止状態です。
　これからも踊り手は減っていく
可能性もありますが、先人たちの
思いを後世に残していくためにも、
規模は小さくなるかもしれません
が続けて行きたいと思っています。

　８月16日の本番に向けて練習
が始まると、その音色を聞くとお
盆が近づいたと言われるほど地
域の風物詩になっています。
　少子化で地域の子どもが少なく
なり、踊り組を集めるのに苦労し
ています。また保存会の運営、道
具や衣装の更新、技能伝承など気
が休まることがありませんが、舘
浦地区唯一の民俗伝統芸能として、
皆さんの心のより所となるよう継
承していきたいと思っています。

舘浦須古踊り保存会会長

戸田　幾嘉　さん

獅子須古保存会会長

永田　肇　さん

度島町民俗芸能保存会会長

森　芳尉　さん

先
人
た
ち
の
思
い
を
未
来
に

受
け
継
い
で
き
た
伝
統

もり　　　　　　　よしやす ながた　　　　　　はじめ とだ　　　　　　　　　いくよし

のぼり

のぼり

え
い
ご
う



　　

獅
子
の
須
古
踊
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
ば

獅
子
の
須
古
踊
は
、
江
戸
時
代
か
ら
干
ば

つ
時
の
雨
乞
い
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

つ
時
の
雨
乞
い
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

各
地
の
須
古
踊
り
に
比
べ
て
、
芸
能
や
行

　

各
地
の
須
古
踊
り
に
比
べ
て
、
芸
能
や
行

列
の
組
み
合
わ
せ
に
特
色
が
あ
り
、
高
い
山
、

列
の
組
み
合
わ
せ
に
特
色
が
あ
り
、
高
い
山
、

杖
使
い
、
笛
、
太
鼓
、
鐘
、
枠
ふ
り
な
ど
の

杖
使
い
、
笛
、
太
鼓
、
鐘
、
枠
ふ
り
な
ど
の

踊
り
が
あ
り
ま
す
。
特
に
枠
ふ
り
は
、
木
の

踊
り
が
あ
り
ま
す
。
特
に
枠
ふ
り
は
、
木
の

枠
を
振
り
な
が
ら
即
興
で
祝
い
歌
を
歌
う
も

枠
を
振
り
な
が
ら
即
興
で
祝
い
歌
を
歌
う
も

の
で
、
他
の
須
古
踊
り
に
は
見
ら
れ
な
い
獅

の
で
、
他
の
須
古
踊
り
に
は
見
ら
れ
な
い
獅

子
の
須
古
踊
り
独
自
の
も
の
で
す
。

子
の
須
古
踊
り
独
自
の
も
の
で
す
。

　

獅
子
の
須
古
踊
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、
江
戸
時
代
か
ら
干
ば

つ
時
の
雨
乞
い
行
事
と
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て
行
わ
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て
い
ま

し
た
。

　

各
地
の
須
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り
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、
芸
能
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行

列
の
組
み
合
わ
せ
に
特
色
が
あ
り
、
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い
山
、

杖
使
い
、
笛
、
太
鼓
、
鐘
、
枠
ふ
り
な
ど
の

踊
り
が
あ
り
ま
す
。
特
に
枠
ふ
り
は
、
木
の

枠
を
振
り
な
が
ら
即
興
で
祝
い
歌
を
歌
う
も

の
で
、
他
の
須
古
踊
り
に
は
見
ら
れ
な
い
獅

子
の
須
古
踊
り
独
自
の
も
の
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
平
戸
を
代
表
す
る
お
盆

　

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
平
戸
を
代
表
す
る
お
盆

の
伝
統
芸
能
で
、
笛
や
太
鼓
、
鐘
の
音
が
響

の
伝
統
芸
能
で
、
笛
や
太
鼓
、
鐘
の
音
が
響

き
渡
る
中
、
華
や
か
に
飾
っ
た
花
笠
を
頭
に

き
渡
る
中
、
華
や
か
に
飾
っ
た
花
笠
を
頭
に

か
ぶ
っ
た
踊
り
手
と
は
や
し
手
が
、
腰
に
小

か
ぶ
っ
た
踊
り
手
と
は
や
し
手
が
、
腰
に
小

太
鼓
を
結
び
つ
け
て「
ホ
ー
ナ
ー
ゴ
ー
、
ホ

太
鼓
を
結
び
つ
け
て「
ホ
ー
ナ
ー
ゴ
ー
、
ホ

ミ
デ
ー
デ
」と
歌
い
ま
す
。
こ
れ
は「
穂
長
う
、

ミ
デ
ー
デ
」と
歌
い
ま
す
。
こ
れ
は「
穂
長
う
、

穂
実
出
」と
い
う
こ
と
で
、
豊
作
を
願
う
言

穂
実
出
」と
い
う
こ
と
で
、
豊
作
を
願
う
言

葉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

葉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
々

　

起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
々

伎
神
社
の
神
田
領
民
が
豊
年
念
仏
の
踊
り
と

伎
神
社
の
神
田
領
民
が
豊
年
念
仏
の
踊
り
と

し
て
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

し
て
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
平
戸
を
代
表
す
る
お
盆

の
伝
統
芸
能
で
、
笛
や
太
鼓
、
鐘
の
音
が
響

き
渡
る
中
、
華
や
か
に
飾
っ
た
花
笠
を
頭
に

か
ぶ
っ
た
踊
り
手
と
は
や
し
手
が
、
腰
に
小

太
鼓
を
結
び
つ
け
て「
ホ
ー
ナ
ー
ゴ
ー
、
ホ

ミ
デ
ー
デ
」と
歌
い
ま
す
。
こ
れ
は「
穂
長
う
、

穂
実
出
」と
い
う
こ
と
で
、
豊
作
を
願
う
言

葉
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
々

伎
神
社
の
神
田
領
民
が
豊
年
念
仏
の
踊
り
と

し
て
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

江
戸
時
代
、
松
浦
家
29
代
鎮
信(

天
祥)

の
こ
ろ
に
、
島
民
の
平
和
と
豊
年
、
豊
漁

を
祈
願
し
て
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
大
名

行
列
の
形
態
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

行
列
は
本
村
地
区
を
練
り
歩
き
、
太
鼓

と
笛
の
囃
子
が
響
き
ま
す
。
踊
り
は
幟
、

花
杖
、
奴
踊
り
、
須
古
踊
り
な
ど
が
あ
り
、

特
に
全
長
約
14
．
５
ｍ
の
幟
を
持
ち
上
げ

る
様
子
は
圧
巻
で
す

　

舘
浦
須
古
踊
は
、
江
戸
時
代
、
キ
リ
シ
タ

　

舘
浦
須
古
踊
は
、
江
戸
時
代
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
を
棄
て
さ
せ
る
目
的
で
平
戸
藩
主

ン
の
信
仰
を
棄
て
さ
せ
る
目
的
で
平
戸
藩
主

が
導
入
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
導
入
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
大
名
行
列
に
扮

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
大
名
行
列
に
扮

し
、
舘
浦
地
区
の
中
通
り
な
ど
を
練
り
歩
き

し
、
舘
浦
地
区
の
中
通
り
な
ど
を
練
り
歩
き

ま
す
。
行
列
は
、
民
家
の
前
や
比
賣
神
社
な

ま
す
。
行
列
は
、
民
家
の
前
や
比
賣
神
社
な

ど
で
槍
、
挟
箱
、
杖
の
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

ど
で
槍
、
挟
箱
、
杖
の
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
神
社
や
寺
な
ど
で
は
、
槍
、
挟
箱
、
杖

ま
た
神
社
や
寺
な
ど
で
は
、
槍
、
挟
箱
、
杖

の
奉
納
の
後
に「
ア
ビ
ャ
ゴ
」役
の
子
ど
も
が

の
奉
納
の
後
に「
ア
ビ
ャ
ゴ
」役
の
子
ど
も
が

下
を
向
き
な
が
ら
祝
詞
を
唱
え
、
中
踊
り
と

下
を
向
き
な
が
ら
祝
詞
を
唱
え
、
中
踊
り
と

傘
鉾
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

傘
鉾
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

舘
浦
須
古
踊
は
、
江
戸
時
代
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
信
仰
を
棄
て
さ
せ
る
目
的
で
平
戸
藩
主

が
導
入
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
大
名
行
列
に
扮

し
、
舘
浦
地
区
の
中
通
り
な
ど
を
練
り
歩
き

ま
す
。
行
列
は
、
民
家
の
前
や
比
賣
神
社
な

ど
で
槍
、
挟
箱
、
杖
の
演
技
を
披
露
し
ま
す
。

ま
た
神
社
や
寺
な
ど
で
は
、
槍
、
挟
箱
、
杖

の
奉
納
の
後
に「
ア
ビ
ャ
ゴ
」役
の
子
ど
も
が

下
を
向
き
な
が
ら
祝
詞
を
唱
え
、
中
踊
り
と

傘
鉾
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

と　き   8月11日（木）～ 18日（木）
ところ    11日（木）  野子地区（阿弥陀寺）
               14日（日）  野子・大志々伎地区
               15日（月）  宝亀・紐差・根獅子・
                                   中津良・津吉地区  
               16日（火）  中野地区
               18日（木）  平戸地区

と　き　8月15日（月）
　　　  午前７時～
ところ　度島地区一帯

平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ

度
島
の
盆
ご
う
れ
い

大
島
の
盆
踊
り

舘
浦
須
古
踊
行
事
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国
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と　き　8月16日（火）
　　　  午前９時～
ところ　生月町舘浦地区

と　き　8月13日（土）
　　　  午後６時30分～
ところ　獅子小学校跡地

と　き　8月14日（日）・15日（月）
　　　  午前７時～
ところ　大島村一帯
※15日午後2時からは、離島開発
　総合センター駐車場で一斉に披露
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たびら夏祭り花火大会夏祭 花火大
８月17日（水）

会 場 田平港埋立地一帯埋立地 帯港埋

午後３時～

生月花火大会月花火大会
８月16日（火）

会 場 生月漁港港漁港

午後８時～

舘浦港花火大会浦 花火大会
８月15日（月）

会 場 生月町船員福祉会館前広場船員福祉会館前広場町船

午後５時～

大島村夏祭り花火大会大島村夏祭 花火大
８月12日（金）

会 場 大根坂漁港埋立地漁港埋立地坂漁

午後３時～午後９時

平戸港夏まつり平戸 夏
８月６日（土） 午後４時30分～午後９時15分

会 場 平戸港交流広場・平戸港内
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７

14
７

「国際公募アート未来展」内閣総理大臣賞受賞

　公職選挙法の改正により、選挙権の年齢が20
歳以上から18歳以上に引き下げられたことによ
り、７月に行われた参議院議員通常選挙から、
18歳以上の高校生にも選挙権が与えられました。
　今回、市内の高校にも期日前投票所を設置し、
生徒も立会人や事務補助員を行いました。投票所
閉鎖後は、生徒全員で投票所内の見学を行ったこ
とで選挙が身近なものであると感じていました。
また、投票を行った生徒たちは「社会に一歩踏み
出した。学校で投票するので、生徒たちも行きや
すい」などと話しました。

18歳選挙になって初の投票
７
５

　７月３日に島原市で開催された第26回長崎県
少年相撲選手権大会個人戦小学２年生の部におい
て、生月小学校２年生の田渕龍馬くんが見事２年
連続で優勝しました。なお、９月11日（日）に鹿
児島県日置市において開催される第22回全九州
わんぱく相撲大会に出場します。
　田渕くんは、昨年も同大会に出場しましたが、
惜しくも決勝戦で敗れて準優勝でした。今年はそ
のリベンジに向けて練習にも早くから取り組み
「去年悔しい思いをしたので、今年こそは優勝し
たいです」と力強く話しました。

　第68回全国蒲鉾品評会において、川内町の大
吉蒲鉾が製造した「九十九島あごだし明太子かま
ぼこ」が県北地区で初となる全国蒲鉾水産加工業
協同組合連合会長賞を受賞しました。角田さんは、
これまでも「極上・金すぼかまぼこ」や「カマンベー
ルチーズかまぼこ」の新商品を開発し、県内の品
評会で長崎市長賞なども受賞されています。
　４代目の和輝さんは「自分が生まれ育った平戸
に今後は恩返しができるよう、今後も新しい商品
開発を続け、川内かまぼこの発展とブランド化に
取り組んでいきたい」と話しました。

　南部中学校において、地元で働く人を講師に迎
えて、平戸の郷土愛についての授業が行われまし
た。この授業は、道徳授業の一環として行われ、
今回は、平戸花壇の林浩司さんが｢縁、出会い、
感動｣と題して講演がありました。
　｢自分が生まれ育った平戸に仕事を通じて貢献
したい｣という思いや、仕事の中でのエピソード、
また花に「平戸」という名前をつけたいという夢
に向けてさまざまな苦悩があったが、あきらめず
に続けていくことで夢は叶うということを話しま
した。

学校で郷土愛について学ぶ ２年連続県大会優勝 県北初の全国蒲鉾品評会受賞
７

5

７

９

５ 1520

子どもの水難事故防止を祈願
７

　子どもの水難事故防止の願いを込めてかっぱ
（がわっぱ）を供養する「がわっぱ祭」が田平町で開
催されました。田平には、いたずらが過ぎたかっぱ
たちが、寺の和尚によって川底に封じ込められた
という民話が江戸時代から伝わっています。
　当日は、かっぱのいでたちの町内有志や、大勢の
子どもたちが平戸瀬戸市場前に集まり、町内をパ
レードしました。その後、田平町民センターに会場
を移し、名物の約 38 メートルのかっぱ巻きづく
りや、がわっぱ相撲大会などが行われ、子どもから
大人まで大いに楽しみました。

　第21回国際公募アート未
来展において、大島中学校美
術教諭の鶴﨑智子さんの作品
「白鯨」が、320点の応募の中
から、内閣総理大臣賞に輝き
ました。「白鯨という、現実
世界では存在しない生き物を
描くことで、生命の神秘さを

作品名：白鯨伝えたかった。今後も美術教師としての資質向上を目的に、制作を続け、他の公募展
などにも積極的に挑戦していきたい」と話していました。
　なお、受賞作品は８月７日（日）～17日（水）まで未来創造館にて展示を行う予定です。

はくげい

つるさき　　　 ともこ

たぶち　　　 りょうま

はやし　　こうじ
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７

　志々伎ふれあい会館において、志々伎地区まち
づくり運営協議会の事務所の開所式が開催されまし
た。
　志々伎地区では、少子高齢化による人口減少など
により集落の衰退化が進む状況を改善していくた
め、本年１月１日付けで同協議会を発足。本協議会
の拠点施設として地域の人たちが集う志々伎ふれあ
い会館内に事務所を設置しました。
　会長の眞辺建光さんは｢志々伎には素晴らしい地
域資源がたくさんあるので、これを活かして活気あ
る地域にしていきたい｣と話しました。

志々伎まちづくりの拠点が開始

　ねんりんピック開催100日前イベントとして未
来創造館に設置するカウントダウンボードの除幕
などが行われました。
　開催地チームとして出場する平戸市選抜チーム
｢ロマン平戸｣の決意表明や、大会実行委員会会長
である黒田市長の激励の言葉などがありました。
また、みのり保育園の園児によるねんりんピック
ダンスや七夕の日にちなんで童謡「たなばたさま」
の合唱などが披露されました。会場には、ねんり
んピック応援団のがんばくんとらんばちゃんも登
場し、大いに盛り上がりました。

７
７ ねんりんピックまであと100日

梅雨明けの絶好の天気の中、白熱したレース

７
７

17

　市社会福祉センターで「第58回水道週間」市水
道事業作品表彰式が開催されました。
　市内小学校の児童を対象に「水道に関するもの」
「水道の役割や大切さをアピールするもの」など
について、作文、標語、図画、ポスター、習字の
５部門で募集しました。市内８小学校から合計
484点の応募があり、各部門ごとの審査の結果、
36作品が入賞しました。
　また、今回入賞された作品は、日本水道協会な
どが実施する「第58回水道週間」協賛全国懸賞募
集の応募作品として出品されます。

水道の大切さを考えて
７
７

　田平支所前において「たびスポトレーニングジ
ム」が開設しました。
   たびスポは、少子高齢化や人口減少が進む地域
をどうにかしようという思いから、スポーツを通
じて健康で笑顔あふれる地域をつくるために発足
しました。会長の口石源太郎さんは「たくさんの
人にこのトレーニングジムを、体力向上や健康維
持、介護予防などを目的に利用してもらいたい。
そして、この拠点が地域交流の一翼を担う施設と
なればと思いますので、これからも地域住民のご
支援をよろしくお願いします」と話しました。

田平の交流促進を担う施設に

5

７
17

　市と北松農業高校は、ふるさと納税と高校の生
産品の取り組みを連携することで、地域の教育力
を活かした知的財産教育を導入することを目的に
「平戸市ふるさと納税×北松農業高等学校コラボ
プロジェクト」を実施します。
　今回、第１弾として北松農業高校全生徒の前で、
本市のふるさと納税の取り組みについて講演を行
いました。今後は、返礼品の取り組みなどのプロ
ジェクトを通して、魅力的な商品開発、事業者と
して必要な発想力や課題解決能力など「生徒の見
えない学力」向上を目指します。

北松農業高校×ふるさと納税
７
14

７

　鄭成功記念館周辺で「鄭成功生誕祭」が台北駐
福岡経済文化弁事処の職員や、中国、台湾からの
関係者も参加し開催されました。
　式典では、台北駐福岡経済文化弁事処の戎義俊
処長が「両国で地震が発生した際は、両国とも迅
速な対応で援助活動を行うなど、お互いに災害を
乗り越えていく運命共同体だと感じました。これ
からも両国がすばらしい未来を築くためにお互い
ベストを尽くしましょう｣とあいさつされました。
　その後、園児らによる和太鼓演奏、「中野自安
和楽」保存会によるジャンガラも奉納されました。

英雄の偉業を称える14

　今回で20回目を迎えた「舘浦競漕船大会2016」
が舘浦宮の下広場・港内一円で開催されました。
　今回は、初めて高校生チームが参加したほか、
漁業研修生のインドネシアチームや、縫製工場で
働くカンボジアチームが初参戦しました。
　レースでは、真っすぐ進まずコースから離れて
いくチームや、ゴールできず曳航されるチームな
ど、練習どおりにいかないチームもありましたが、
全チーム一生懸命頑張っていました。また「魚のつ
かみ取り」や「おさかなふれあいコーナー」も設置
され、子どもたちは夢中で楽しんでいました

えいこう

えびす　よしとし

まなべ　　　けんこう

くちいし　　　　 げんたろう
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健康・福祉いきいき通信 健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
気づいたら早めの受診を！

　　精神疾患と聞いてどのようなことを思い浮かべますか。

　　精神疾患とは、脳の病気のことで、誰でもかかる可能性がある病気です。「精

神力の強弱」や「性格」「親の育てかた」と「精神疾患のなりやすさ」は関係ありま

せん。

　　精神疾患は、早い段階で発見し正しい治療を受け、治療を続けることで症状

が穏やかになります。本人はもちろんのこと「いつもと様子が違うな」と気づい

た身近な人が、治療を勧めることが大切です。医療機関では、精神科・心療

内科などの専門医を受診してください。

　　一人で抱え込まず、医療機関や相談窓口へお気軽にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■お問い合わせ　福祉課障害福祉班　☎内線2566

主な精神疾患

　　統合失調症とは、幻聴、幻覚、妄想、考えがまとまりにくい、社会的機能の低下

（仕事や学業などができなくなる、能率が著しく落ちるなど）などの症状が見られる病

気のことをいいます。特に幻聴や妄想では、被害者意識を感じるようなものが多く見

られます。20 ～ 30歳代で発症することが多いです。

　　統合失調症の原因はまだはっきりとはわかっていませんが、悩み、ストレス、不安、

環境の変化、遺伝的要因、脳内の伝達物質などに関連があるのではないかという説

があります。

統合失調症

　　「つらいことや悩みがあって落ち込み、何もする気が起きない」こうしたことは誰に

でもありますが、つらい状態がいつまでも続き、日常生活に支障が出るようならうつ

病の可能性があります。

　　さまざまな出来事や体験で感じる強いストレス、過度の疲労、その人の性格や考え

方などが影響し合い、脳内にトラブルが生じて心のエネルギーが低下してしまう病気で

す。「脳の充電切れ」とたとえられることもあり、「何をする気も起らない」「集中力がな

い」「人に会うことがめんどう」「夜眠れない」「食欲がなく、体重が減ってきた」などの

症状があります。

　　怠けている、甘えていると誤解されがちですが、脳のトラブルによる病気なのです。

うつ病

　　脳に何らかの障害や傷によって「全身を硬直させ直後にガクガクとけいれんする」「数

秒から数十秒意識がなくなる」「ボーっとしている」などの発作を起こすものです。

てんかん

　　飲酒を繰り返すうちにお酒を飲む量が増えていくようになり、やがてお酒を飲まずに

はいられなくなってしまう病気です。症状が進行すると、仕事や家庭生活に重大な影

響を及ぼしたり、肝臓障害などの病気を引き起こしてしまうことがあります。

アルコール依存症

受けられるサービス
精神疾患のために精神科・心療内科を通院されている人が利用できる、各種サービスがあります。

内　　容

障害福祉サービス

自立支援医療（精神通院）

精神障害者保健福祉手帳

種　　別

精神科の病気で治療中の人で、必要と認められた場合、ホームヘル

プサービス、就労移行・継続支援などのサービスを受給することがで

きます。

精神科の病気で治療を受ける場合、外来への通院、服薬、訪問看護

などについて、自己負担の一部を支援する制度です。

一定程度の精神障害の状態にあることを認定するものです。この手

帳を取得することで、福祉サービスの受給、税の優遇措置を受ける

ことができます。

※対象となる疾患、必要書類、制度の詳細については、担当窓口へお問い合わせください。

相談窓口

午前８時30分～午後5時15分

午前９時～午後5時

内線2566

０９５０－５７－３９３３

福祉課障害福祉班

県北保健所保健福祉班

土・日・祝日を除く

時　　間電話番号相談窓口



こ
ち
ら
は「
市
民
総
合
相
談
室
」市
民
総
合
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け
し
ま
す

▼消費生活相談・市民相談・行政相談についてのお問い合わせ　市民課市民総合相談室（☎内線2530）

　私は毎朝「めざましテレビ」を見ながら、出勤の準備をしています。
先日のめざましテレビで、午後の授業の集中力アップを狙い「昼寝」
を導入した学校が報じられていました。平戸に来て、昼休みの時
間が短く、あまり昼寝できないと悩んでいた私にとっては共感す
る話題でした。
　中国では、幼稚園はもちろん、小学校から高校まで夏場になると、
午後の眠気を防ぐため、30分から1時間ぐらいの昼寝時間を設け、
学生たちに昼寝を取らせるようにしています。私も学生時代にた
まに昼寝できずに午後の授業で、居眠りしてしまったことがあり
ました。10分でも昼寝を取ったら、午後のテンションはまったく
違ってくると思います。先日、こちらの学校の先生と話をした時、
学校の休憩時間が40分しかなく、午後の授業になると、居眠りす
る学生が多いそうです。学生の気持ちもわかる
ような気がします。仕事をしている今でも、昼
ごはんを食べ終わったら、10分でも昼寝を取る
ようにしています。昼寝をしなくても、午後か
らも集中して仕事に取り組む同僚たちを見て、
不思議に思いながら感心しています。

中国文化における昼寝z z z Z Z Z

Vol.2

■夜の図書館おとまり会／ 19日　　午後８時～翌朝７時
　限定10組（親子、大人）　平戸図書館

■こども平和映画会／ 20日　　午後２時～　未来創造館
　COLAS平戸ホール　①『小さい潜水艦に恋をしたでかす
　ぎるクジラの話（45分）、②『キクちゃんとオオカミ（45分）

■エコクレヨン作り教室／ 21日　　午前10時～　未来創造館
　COLAS平戸調理室　小学生から大人まで（15名まで）＊要申込

■友情の人形：エレン・Ｃ展／ 10日　～31日　　平戸図書館

■おはなし会／毎週日曜日　午後２時～　おはなしのへや

■赤ちゃんおはなし会／ 10日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　おはなしのへや

■「みんなdeシネマ」 『自転車泥棒』（イタリア映画：88分　
　1949年アカデミー賞特別賞ほか）／ 13日　 ・25日　　
　午後２時～　未来創造館COLAS平戸ホール

■ライブラリーコンサート／ 27日　　午後７時～  平戸図書館
　森崎ちよ＆松尾ゆうこ＆福田将之グループによる、トラン
　ペット＆ピアノ＆ボーカル＆ベースのコンサートです。

■夜のおはなし会／ 19日　　午後７時～（45分）
　　　　　　　　　おはなしのへや・おおきな木のへや

～図書館からのお知らせ～

このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

■おはなし会／６日　・13日　・20日　・27日　
　午後２時～　市ふれあいセンター児童室

平戸図書館 ☎22‐4017

●８月の主なもよおし●

●８月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

◎休館日／２日　、９日　、16日　、23日　、28日　、30日

水

水 水

土

土 土

土

土 土

土

木

金

金

日

日

火 火 火 火 火

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室　　：大島村公民館図書室　平 永 南 生 田 大

　肉、魚、卵を使ったタンパク質豊
富なメインのおかずや、炭水化物が
とれるご飯、麵類、野菜たっぷりの
スープなど、カテゴリーごとに幼児
食のレシピを紹介。子どもの離乳食
が終わり、幼児食を始めるママにお
すすめの１冊です。

　８月11日は山の日。安全に、快
適な山歩きを始めてみませんか。準
備からプランニングなど初めてでも
安心できる山の歩き方を紹介してい
ます。また、山を楽しむためのアイ
デアや、美味しい山ごはんレシピも
掲載しています。

　1549年に日本に上陸したザビエ
ル。わずか２年の滞在中、人々にキ
リストの福音を伝え、中国大陸を目
前に上川島で神のもとに召されまし
た。ザビエルの生涯とその志を継い
だ人々が生きた道をたどります。

『 いただきます！かんたん・
  おいしい幼児のごはん』
監修・料理／牧野　直子　
出版社／赤ちゃんとママ社
出版年／２０１６.６月

『ゆっくりたのしむ山歩き』

著／尾原　悟
出版社／清水書院
出版年／２０１６.５月

著／古谷　聡紀
出版社／永岡書店
出版年／２０１６.３月

南

　簡単なフレーズやアルファベット
の各文字で始まるものの絵さがしな
ど、楽しい英語の本の主役は、寺村
輝夫原作「ぼくは王さま」でおなじみ
の主人公・王さま。食べたり遊んだ
りいらずらしたりと、愛すべきワガ
ママな王さまらしさが全開です。

原作／寺村　輝夫、絵／和歌山静子
出版社／理論社、出版年／２０１６.６月

　大人気「いちにち」シリーズ第７弾
は、こんちゅう。こんちゅうって、かっ
こいいな。よし、１日だけこんちゅ
うになってみよう。カブトムシにア
リにちょうちょにカイコなどなど。
擬音の面白さとユーモア満載の絵で、
読み聞かせにもおすすめです。

作／ふくべあきひろ
絵／かわしまななえ
出版社／ PHP研究所、出版年／２０１６.７月

『王さまＡＢＣ  王さまと   
　　えいごであそぼう！』

『いちにちこんちゅう』

　地球、太陽、月、ビッグバンなど、
宇宙に存在する天体や、地形・現象
をキャラクター化した、天文“超入門”
図鑑です。それぞれが、どんなもの
なのか、どのような特色があるのか
を紹介しています。夏休みの調べ学
習に、天文学はいかがですか。

監修／渡部　潤一
イラスト／いとうみつる
出版社／日本図書センター
出版年／２０１６.６月

『天文キャラクター図鑑』

平 永

平 大

生

生

『ザビエル』

平

平
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田平

田平

夏休み特別企画
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。

　
　



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
８月15日

９月
生まれ
募集中

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

vol.51

Happy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、住所、
　　　　　電話番号、メッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「９月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

母父

８月生まれの皆さんお誕生日おめでとうございます。元気いっぱい笑顔の花がたくさん咲きました！　編集室より

母 母 母父父from     涼子さん from     良太さん　　藍子さん

田平町
４歳、おめでとう。ニコニコ元気に大

きくなあれ。　　

久原 はづきちゃん
　くばら　　

４歳

大久保町
貞方 蒼真 くん 
さだかた　  そうま

６歳

６歳のお誕生日おめでとう！来年は新

１年生ですね。元気に頑張ってね(^^)

明の川内町
１歳の誕生日おめでとう♡

もっともっと大っきく育ってね～(^^)

   　やまの　　たいし

１歳山野 太志 くん

中村 晃里 ちゃん
なかむら  きらり

２歳
 すみえ  　りん

４歳住江 風鈴 ちゃん
はしもと  いつき はしもと   ゆう

１歳橋本 樹 くん　橋本 悠 ちゃん

４歳
 ひらお　みゆ

平尾 美優 ちゃん １歳
もとやま  ことか

本山 琴郁 ちゃん ２歳
 やまもと　 りお

山本 莉央 ちゃん
　 みいだ　　いつき

４歳見井田 樹 くん
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　日本古来から伝わる武道の中で弓道は「立禅」と呼ばれ

るほど静寂を求められる武道です。逆にいえば、激しい運

動はないので、年齢や性別問わずに出来るスポーツです。

　平戸市弓道会は、20 代から 80 代までの男女総勢 29 人

で構成され、昼夜問わず自身の好きな時間帯で日々修練を

重ねています。また、過去の実績も輝かしく、県民体育大会

での団体・個人優勝や、国体出場経験者も数多く在籍して

います。最近は若手の実力者も増え、ベテラン勢と若手で

お互いに刺激し合い、全体的にレベルアップしてきていま

す。これから、県大会や各種大会での上位成績も大いに期

待できるメンバーになってきていると思います。

　そんなメンバーと一緒に弓道をしてみませんか？初心

者でも気兼ねなく始められるよう、練習風景なども見学で

きますので、一度道場を訪れて、そして私たちと弓道の凛

とした魅力に触れてみませんか？

■■ＴＥＡＭ ＤＡＴＡ■■

活 動 日／（個人）毎日不定期

　　　　　（合同）土曜午後8時～午後10時

活動場所／平戸日新館弓道場（平戸小学校横）

対 象 者／市内在住で18歳以上の人

代　　表／門屋　尚徳

連 絡 先／ 090－4994－2509（携帯）

主　　将／門屋　尚徳

「平戸市弓道会」

静寂の中に響く、弦音と的中音の魅力宮川 凜咲 ちゃん
 みやがわ   りいさ

１歳

from     英巳さん　　陽子さん



熊本地震で影響を受けた九州の観光復興のため、九州内の宿泊などが
最大で7割引になるお得な旅行商品が発売中です。

【九州ふっこう割キャンペーンの概要】
●割  引  率／旅行費用の50％～ 70％
●割引期間／平成28年7月1日（金）～ 9月30日（金）
●購入方法／①ネット系旅行予約サイト②旅行会社の窓口
　　　　　　③コンビ二での宿泊券販売(要事前申込)
●お問い合わせ先／ http://kyushu-fukkou.jp【九州ふっこう割】で検索

玄関前
　駐車場

第２駐車場市
役
所

Ｎ
Ｔ
Ｔ

警察署

平戸文化センター

平戸大橋

▼対象箇所▼ゲートの写真※イメージ

人

防災情報防災情報防災情報
どなた

でも
簡単に

できます♪

と   き

ところ

と   き

ところ

と   き

ところ

人

人

人

- 公民館連携・市民無料講座 - 

～命を守り、暮らしを豊かに～

中
部
地
区

南
部
地
区

北
部
地
区

生
月
地
区

受講料

受 講 生 募 集 ! !

　　市が昨年から整備した光ファイバーを使った超高速の
光インターネットサービスのエリアが拡大します。利用に
ついては、通信事業者（ＮＴＴ）への申し込みが必要とな
ります。利用申し込みやサービス内容などについての問
い合わせは、お客さまセンターへ連絡するか、ＮＴＴ西日
本のホームページをご参照ください。

9月１日（木）から生月･田平地区（一部）
　　　  でも光インターネットサービス開始！

●サービスエリア拡大地域
　生月地区・田平地区の一部
　（詳細はＮＴＴ西日本にご確認ください。）

●申込み受付開始
　8月１日（月）～
●提供開始
　9月１日（木）～

●お問い合わせ　
　☎:局番なし116
　HP:http://flets-w.com/service/

22-2418

28-0044

27-0047

ふれあいセンター（中部公民館）

多目的研修センター（南部公民館）

平戸市未来創造館（北部公民館）

と   き

ところ

人

53-0541

生月町中央公民館

8/27（土）10：00～11：30

9/15（木）10：00～11：30

9/15（木）15：00～16：30

8/27（土）15：00～16：30

タブレットを使った
インターネット入門講座

受講希望の人は、各会場まで、電話で申し込みください。
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8月1日（月）から市役所駐車場が有料となります
■お問い合わせ　総務課行政班　内線2315

　不法駐車の抑制と市役所利用者の利便性および安
全性の向上を図るため、市役所駐車場（本庁玄関前
および第２駐車場）を整備しました。
　市役所ご利用の人は来庁時間内は無料となります
ので、必ず窓口へ駐車券を持ってお越しください。
市役所にご用のない人は有料となります。

区　分

玄関前駐車場

月～金（開庁日）

8：00 ～ 18：00 18：00 ～翌8：00 8：00 ～翌8：00 8：00 ～ 18：00 18：00 ～翌8：00 8：00 ～翌8：00

月～金（開庁日）土･日･祝（閉庁日） 土･日･祝（閉庁日）

第２駐車場

基本料金

最初の60分 60分ごとに

以降30分ごとに 最大 以降60分ごとに

最初の60分

200円 100円

100円 500円

60分ごとに

最大

100円

500円100円

100円

【料金表】



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

募　

集

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
2 

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
ま
せ
ん

か

問
大
島
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
班

　

☎
内
線
6
1
2
3

第
30
回
大
島
村
夏
祭
り
花
火
大
会
行
き

チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
運
航
し
ま
す

問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班

　

☎
内
線
２
３
０
９

女
性
の
た
め
の「
お
し
ご
と
相
談
会
」

i
n
平
戸

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
２
４

み
ん
な
で
守
ろ
う
花
火
の
ル
ー
ル

問
学
校
教
育
課
指
導
班　

　

☎
内
線
2
6
１
１

「
就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の
中
学
校

卒
業
程
度
認
定
試
験
」を
実
施
し
ま
す

問
学
校
教
育
課
指
導
班　

　

☎
内
線
2
6
１
３

第
44
回
九
州
中
学
校
相
撲
競
技
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

申
・
問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　
　
　

☎
内
線
2
2
7
9

平
戸
市
美
術
展
覧
会　

作
品
募
集

問
福
祉
課
総
務
班

　

☎
内
線
２
５
６
２

「
県
民
祈
り
の
日
」に
黙
と
う
を

問
生
月
支
所
地
域
振
興
課
産
業
建
設
班

　

☎
内
線
4
1
3
5

指
定
管
理
者
公
募
の
お
知
ら
せ

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
2
3
1
5

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

を
し
た
い
女
性
な
ど
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
相
談
を
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
無
料

で
行
い
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
さ
れ

ま
す
の
で
、
子
ど
も
連
れ
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

相
談
に
つ
い
て
は
、
予
約
優
先
で
す
の
で
、

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
総

　

合
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
「
ウ
ー
マ
ン
ズ

　

ジ
ョ
ブ
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」　

　

℡
０
９
５-

８
４
２-

５
４
２
４

　　

九
州
８
県
の
代
表
が
、
平
戸
市
に
集
結
し
、

日
ご
ろ
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

本
市
か
ら
も
団
体
戦
で
生
月
中
学
校
が
出
場

　　

夏
を
迎
え
、
家
族
そ
ろ
っ
て
花
火
を
楽
し
む

季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
花
火
は

取
り
扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
け
が
な
ど
の
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
例
年
、
各
地
で
花

火
に
よ
る
火
災
や
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
注
意
事
項

　

･

必
ず
注
意
書
き
を
読
む

　

･

花
火
を
す
る
と
き
は
大
人
が
付
き
添
う

　

･

安
全
な
場
所
で
花
火
を
す
る

　

･

た
く
さ
ん
の
花
火
に
一
度
に
火
を
つ
け
な
い

　

･

風
の
強
い
と
き
に
花
火
は
し
な
い

　

･

水
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

　　　

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
就
労
に

関
す
る
巡
回
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

結
婚
や
出
産
な
ど
で
仕
事
を
辞
め
て
ブ
ラ
ン

ク
の
あ
る
女
性
や
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
仕
事

し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
の
う
え
、

地
元
選
手
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

○
と　

き　

８
月
５
日（
金
）

　

▼
開
会
式　

午
前
９
時
30
分
〜

　

▼
競
技
開
始　

午
前
10
時
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
営
相
撲
場

○
内　

容　

団
体
戦
お
よ
び
個
人
戦

　
○
と　

き　

10
月
27
日（
木
）午
前
10
時
〜
午 

　

後
３
時
40
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
庁
新
別
館（
長
崎
市
）

○
内　

容　

本
試
験
は
、
中
学
校
卒
業
程
度
の

　

学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に

　

国
が
行
う
試
験
で
あ
り
、
合
格
し
た
人
に
は

　

高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
実
施
要
項
に
沿
っ
て

　

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

　
　

な
お
、
出
願
期
間
が
９
月
９
日（
金
）

　

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

　

さ
い
。

　　

市
民
の
皆
さ
ん
の
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
・

手
芸
・
写
真
・
書
な
ど
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

入
賞
者
は
11
月
３
日（
木
・
祝
）平
戸
文
化
セ

ン
タ
ー
で
表
彰
式
を
行
な
い
ま
す
。

　

詳
し
い
要
項
な
ど
は
左
記
配
布
場
所
に
あ
り

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
要
項
配
布
場
所　

文
化
交
流
課
・
未
来
創
造

　

館
・
中
部
公
民
館
・
南
部
公
民
館
・
生
月
町

　

中
央
公
民
館
・
島
の
館
・
田
平
町
中
央
公
民

　

館
・
大
島
村
公
民
館

　

国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の
優
遇
を
受
け
な

が
ら
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
厚
生

年
金
並
み
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
積
立
方
式
の

公
的
な
年
金
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
の
特
徴

　

▼
掛
金　

全
額
が「
社
会
保
険
料
控
除
」対

　
　

象
と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年

　
　

金
等
控
除
」の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

▼
受
給
額　

基
本
、
受
け
取
る
年
金
額
は
、

　
　

終
身
一
定
額
で
変
動
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

　
　

た
、
万
一
の
時
は
遺
族
に
一
時
金
が
支
払

　
　

わ
れ
ま
す
。（
Ｂ
型
を
除
く
）

　
　

※

加
入
後
に
、
掛
金
を
休
止（
一
時
停
止
）

　
　
　

し
た
り
、
２
口
目
以
降
の
減
口
・
増
口

　
　
　

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
加
入
対
象
者

　

①
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
第
１
号
被
保
険
者

　
　
（
免
除
者
等
を
除
く
）

　

②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
、
国
民
年
金
の
任
意

　
　

加
入
者

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

長
崎
県
国
民
年
金
基
金

　

℡
0
1
2
0-

65-

4
1
9
2　

　

県
で
は
、
原
爆
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
た
め

に
、
毎
年
８
月
９
日
を「
県
民
祈
り
の
日
」に

定
め
て
い
ま
す
。
原
爆
投
下
時
刻
の
午
前
11
時

２
分
の
サ
イ
レ
ン
や
鐘
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
１

分
間
の
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

第
30
回
大
島
村
夏
祭
り
花
火
大
会
開
催
に
伴

い
チ
ャ
ー
タ
ー
船
を
運
航
し
ま
す
。

○
時　

刻　

８
月
12
日（
金
）

　

▼
行
き（
平
戸
↓
大
島
）午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
戸
桟
橋
発

　

▼
帰
り（
大
島
↓
平
戸
）午
後
９
時
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
根
坂
漁
港
発

○
料　

金（
往
復
・
片
道
と
も
に
）

　

▼
中
学
生
以
上　

２
千
円

　

▼
小
学
生　

千
円

　

▼
乳
幼
児　

無
料

　

次
の
施
設
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
の
指
定
管
理
者
を
公
募
し
ま
す
。

○
対
象
施
設　

平
戸
市
生
月
大
橋
公
園

○
公
募
期
間　

８
月
１
日（
月
）〜
９
月
９
日

　
（
金
）

○
公
募
要
項
・
仕
様　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
７
月
１
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら

人
権
擁
護
委
員
に
次
の
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
と
法
務
局
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
人
権
を
守
る
た
め
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

家
庭
内
の
も
め
事
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

日
下
部　

匡
信
さ
ん（
大
島
村
）

　

辻
村　

紀
子
さ
ん（
紐
差
町
）
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未来創造館
COLAS平戸
（会議室C）

ところ とき

９月５日（月）

11月７日（月）
午前10時～

　　  正午

午後１時～
　　  午後４時

平成29年
１月16日（月）

ま
さ
の
ぶ

く
さ
か
べ

の
り
こ

つ
じ
む
ら



火災
救急

件　数
死　者
負傷者

◎Ｈ28.6月末までの交通事故件数

◎Ｈ28.6月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／32,787（－32）
　男性／15,365人（－20）
　女性／17,422人（－12）
■世帯数　14,210戸（－1）
※（　）は、前月との比較
　　　　　平成28年7月1日現在

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期
（重傷）   5人　（軽傷）23 人

（31件）
（  0人）
（47人）

22件
0人
28人

8 件）
803件（840件）

　　　　16件（

　【
平
戸
地
区
】　　

本
山　

将 

裕
一 

中
の
崎

金
子　

晄
翔 

祐
哉 

上
大
垣

山
口　

咲
喜 

隆
德 

大
志
々
伎

田
中　

愛
月
真 

千
尋 

紐
差
第
4

土
田　

詩
乃 

一
球 

薄
香
浦

福
田　

悠
晴 

純
也 

稗
田

【
生
月
地
区
】

田
渕　

源 

一
貢 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

宮
木　

遥
奏 

嘉
久 

大
久
保

松
田　

零
士 

健
治 

万
場

福
海　

柚
子 

昇
吾 

平
戸
口

石
井　

優
華 

慶
彦 

米
の
内

藤
田　

怜
志 

武
士 

坊
田

丸
田　

あ
い
り 

太
司 

米
の
内

田
中　

美
優 

翔
馬 

永
田

川
渕　

寛
大 

大
輔 

下
里

【
平
戸
地
区
】

山
浦　

靖 

63
歳 
6
月
上
旬
頃 
紐
差
第
２

永
田　

マ
サ
子 
84
歳 

6
／
15 

上
大
垣

濵
本　

ト
シ 

84
歳 

6
／
15 

西
の
久
保

松
山　

ト
キ 

90
歳 

6
／
20 

稗
田

松
永　

靖 

51
歳 
6
月
下
旬
頃 
木
引

松
尾　

千
鶴
子 
91
歳 

6
／
21 

川
内
在

新
屋　
　

壽
子 
90
歳 

6
／
24 

高
麗
町

湯
田　

典
行 

66
歳 

6
／
26 

下
大
垣

添
嶋　

ミ
ネ 

97
歳 

6
／
26 

魚
の
棚
町

青
山　

勝
之
進 
84
歳 

7
／
2 

高
麗
町

木
村　

春
夫 

81
歳 

7
／
3 

川
内
在

長
嶺　
　

吉 

66
歳 

7
／
3 

木
引

川
上　

フ
イ 

90
歳 

7
／
5 

根
獅
子
第
４

江
川　

秀
吉 

99
歳 

7
／
6 

田
の
浦

松
永　

好
子 

82
歳 

7
／
7 

木
引

里
崎　

テ
ル
代 
77
歳 

7
／
8 

早
福

近
藤　

親
之 

82
歳 

7
／
9 

田
原
崎

井
元　

ヌ
イ 

87
歳 

7
／
10 

度
島
中
部

小
楠　

サ
エ
子 
81
歳 

7
／
11 

野
子

西
﨑　

正
則 

80
歳 

7
／
13 

川
内
浦

【
生
月
地
区
】

川
村　

キ
ク
エ 

91
歳 

6
／
27 

堺
目

竹
森　

ヌ
イ 

97
歳 

7
／
4 

壱
部

𠮷
山　

万
一 

68
歳 

7
／
10 

山
田

【
田
平
地
区
】

桃
田　

義
昭 

69
歳 

6
／
22 

野
田

内
野　

富
美
子 

86
歳 

6
／
23 

小
崎

澤
井　

伸
子 

74
歳 

6
／
26 

下
亀

吉
福　

騰　 

83
歳 

7
／
1 

福
崎

鶴　
　

綾
子 

91
歳 

7
／
8 

下
里

森
中　

ム
メ
ノ 

90
歳 

7
／
9 

下
寺

濱
野　

ミ
ヱ 

89
歳 

7
／
9 

下
里

坂
本　

セ
ツ 

93
歳 

7
／
14 

上
亀

【
大
島
地
区
】

小
田　

正
志 

63
歳 

6
／
28 

的
山
在

山
﨑　

久 

88
歳 

7
／
5 

西
神
浦

　
　
　
　
　
　

（
６
／
16
〜
７
／
15
受
付
分
）
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も
と
や
ま 

し
ょ
う 

ゆ
う
い
ち

か
ね　
こ 

あ
き　
と 

ゆ
う　
や

や
ま
ぐ
ち 

　
さ　

き 

た
か
の
り

　
た　
な
か 

　
あ　

づ　

ま 

　
ち　
ひ
ろ

つ
ち　
だ 

う
た　
の 

い
っ
き
ゅ
う

ふ
く　
だ 

ゆ
う
せ
い 

す
み　
や

　
た　
ぶ
ち 

げ
ん 

い
っ
こ
う

み
や　
き 

は
る　
か 

よ
し
ひ
さ

ま
つ　
だ 

れ
い　
じ 

け
ん　
じ

ふ
く　
み 

ゆ　
ず 

し
ょ
う
ご

い
し　
い 

ゆ
う　
か 

よ
し
ひ
こ

ふ
じ　
た 

り
ょ
う
じ 

た
け　
し

ま
る　
た 

 

た
い　
し

　
た　
な
か 

　
み　

ゆ 

し
ょ
う
ま

か
わ
ぶ
ち 

か
ん
だ
い 

だ
い
す
け

や
ま
う
ら 

や
す
し

な
が　
た

は
ま
も
と

ま
つ
や
ま

ま
つ
な
が 

や
す
し

ま
つ　
お 

　
ち　

ず　

こ

し
ん　
や 

　
ま　

す　

こ

　
ゆ　

だ 

の
り
ゆ
き

そ
え
じ
ま

あ
お
や
ま 

か
つ　
の　
し
ん

　
き　
む
ら 

は
る　
お

な
が
み
ね 

し
げ
よ
し

か
わ
か
み

　
え　
が
わ 

ひ
で
よ
し

ま
つ
な
が 

よ
し　
こ

さ
と
ざ
き

こ
ん
ど
う 

ち
か
ゆ
き

い
の
も
と

　
お　
ぐ
す

に
し
ざ
き 

ま
さ
の
り

か
わ
む
ら

た
け
も
り

よ
し
や
ま 

ま
ん
い
ち

　
も
も　
た 

よ
し
あ
き

う
ち　
の 

　
ふ　

み　

こ

さ
わ　
い 

の
ぶ　
こ

よ
し
ふ
く 

の
ぼ
る

つ
る 

あ
や　
こ

も
り
な
か

は
ま　
の

さ
か
も
と

　
お　

だ 

ま
さ　
し

や
ま
さ
き 

ひ
さ
し

県
北
保
健
所  

保
健
福
祉
班

☎
57
‐
3
9
3
3

問

『
高
次
脳
機
能
障
害
者
お
よ
び
家
族

の
集
い
』を
開
催
し
ま
す

平
戸
商
工
会
議
所

☎
22
‐
3
1
3
1

問

「
平
戸
Ｃ
Ｎ
カ
ー
ド
」事
業
が
始
ま

り
ま
す

平
戸
警
察
署
警
務
課

☎
22
‐
３
１
１
０

申
・
問

平
成
28
年
度
長
崎
県
警
察
職
員

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
0
9
5
6-

28-

7
9
1
9

問

『
み
ぢ
か
な
お
ぢ
か
展
‐
魅
力
あ
ふ
れ
る

17
の
島
‐
』企
画
展
の
お
知
ら
せ

東
京
・
平
戸
北
松
会
か
ら
の

お
知
ら
せ亀

山
弘
行（
水
垂
町
出
身
）

☎
０
９
０-

５
７
５
０-

８
９
０
９

問

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
お
知
ら
せ

県
立
佐
世
保
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
５
６-

62-

４
１
５
１

問

○
運
用
日　

８
月
１
日（
月
）か
ら

○
加
盟
店　

市
内
59
店
舗（
北
部
地
区
41
店
舗
、

　

中
野
地
区
５
店
舗
、
中
部
地
区
６
店
舗
、
南

　

部
地
区
７
店
舗
）利
用
店
舗
に
は
ポ
ス
タ
ー
・

　

の
ぼ
り
が
掲
示
さ
れ
ま
す
。　

　

※

利
用
に
あ
た
っ
て
は
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
　

加
盟
店
で
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

○
加
盟
店
情
報　

　

U
RL

：http

：//w
w
w
.hirado-card.com

　

詳
し
く
は
、
平
戸
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
11
日（
日
）ま
で

○
と
こ
ろ　

九
十
九
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

小
値
賀
は
五
島
列
島
の
北
端
に
あ

　

り
、
西
海
国
立
公
園
の
一
部
で
す
。
火
山
の

　

噴
火
で
で
き
た
島
に
は
昔
か
ら
豊
か
な
暮
ら

　

し
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
小
値
賀
の
自

　

然
や
歴
史
、
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。
美
し
い

　

映
像
も
公
開
中
で
す
。

○
入
場
料　

無
料（
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
開

　

館
時
間
中
）

○
試
験
職
種　

警
察
官
Ⅲ
類（
男
性
・
女
性
）

○
受
付
期
間　

８
月
８
日（
月
）〜
19
日（
金
）

○
試
験
日　
　

第
１
次　

10
月
16
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

第
２
次　

11
月
中
旬
〜
下
旬

○
と
こ
ろ　
　

第
１
次　

佐
世
保
市
ほ
か
６
市

　
　
　
　
　
　

第
２
次　

長
崎
市

○
受
験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

※

た
だ
し
、
４
年
制
大
学
を
卒
業
し
た
人

　
（
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

　

の
人
も
含
む
）は
除
く
。

　

第
33
回
東
京
・
平
戸
北
松
会
総
会
・
懇
親
会

を
開
催
し
ま
す
。
毎
年
、
１
５
０
人
程
度
の
首

都
圏
在
住
者
が
集
ま
り
、
故
郷
の
人
た
ち
と
の

親
睦
を
深
め
ま
す
。
ぜ
ひ
首
都
圏
在
住
者
の
友

人
・
知
人
へ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

10
月
15
日（
土
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　
「
デ
イ 

ナ
イ
ト
」大
手
町
店（
東
京

　

都
千
代
田
区
大
手
町
２-

２-

２
）

　

℡
03‐

５
２
５
５‐

１
４
１
４

○
と　

き　

８
月
28
日（
日
）〜
９
月
２
日（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

※

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

９
月
13
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分

　

〜
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

長
崎
県
県
北
保
健
所（
田
平
町
里

　

免
1
1
2
6

-

1
）

○
内　

容　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
不
慮
の

　

事
故
に
よ
る
頭
の
ケ
ガ
や
、
脳
卒
中
等
の
病

　

気
の
後
遺
症
等
に
よ
り｢

怒
り
っ
ぽ
い｣｢

新

　

し
い
こ
と
が
覚
え
ら
れ
な
い｣｢

集
中
で
き
な

　

い｣

の
よ
う
な
多
様
な
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　

外
見
か
ら
は
障
が
い
が
解
り
に
く
く
誤
解

　

を
招
き
や
す
い
た
め
、
本
人
は
も
と
よ
り
、

　

家
族
の
戸
惑
い
や
不
安
は
大
き
い
も
の
で
す
。

　
　

同
じ
経
験
や
悩
み
を
持
つ
人
同
士
が
自
由

　

に
語
り
合
う
場
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
参
加
費　

無
料

○
対　

象　

平
戸
市
、
松
浦
市
、
佐
々
町
に
お

　

住
ま
い
の
人

　

平
戸
商
工
会
議
所
の
59
加
盟
店
が
、
買
い
物

の
支
払
い
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
会

員
向
け
の
お
得
な
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
千
円
の
お
買
い
物
で
30
ポ
イ
ン

ト
付
与
さ
れ
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
1
，
0
0
0

ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
と
現
金
5
0
0
円
が
キ
ャ

シ
ュ
バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
度
10
月
期
入
所

○
募
集
科　

◆
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
生
産
サ
ポ
ー
ト
科（
平

　

成
28
年
度
新
設
科
）◆
溶
接
施
工
科
◆
電
気

　

設
備
技
術
科
◆
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科

　
（
平
成
28
年
度
新
設
科
）◆
住
環
境
コ
ー
デ
ィ

　

ネ
ー
ト
科

○
定　

員　

各
科
15
人

○
募
集
期
限　

９
月
１
日（
火
）

○
訓
練
期
間　

10
月
４
日（
火
）〜
平
成
29
年

　

３
月
28
日（
火
）

○
申
込
お
よ
び
相
談
先　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク「
職
業
訓
練
相
談
窓
口
」

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

☎
０
９
５
６

-

58

-

３
１
１
８

申
・
問


